
A．研究成果の概要   



（1）「統計的モデルと統計量について」に関する研究報告  

大和 元（鹿児島大学理学部）  

稲田浩一（鹿児島大学理学部）   

1．研究目的  

各種の統計的モデルに付随して現れる色々な統計量について、種々の特性量を利用し  

た、色々な観点からの新しい知見の発見探索とその検討を、理論と応用の両面から行う  

事を目的とした。   

2．研究計画  

本研究は平成14年度に下記の研究集会を開催した。遠隔地での開催に関わらず、多  

くの研究者が全国から講演のため或いは聴取のために参加し、興味ある新しい研究成果  

の発表とそれに対する討論が活発に行われた。  

研究集会：統計的モデルと統計量について   

研究分担者：大和 元（鹿児島大学理学部），稲田浩一（鹿児島大学理学部）   

期  日 ：平成14年10月17日（木）～10月19日（土）   

参加人数：約30名   

会  場：鹿児島県市町村自治会館   

3．研究成果  

本研究集会においては、上記の研究目的に沿った16件の研究報告が行われた。  

多変量解析の分野では4件の報告があり、多重比較についてBonferroniの不等式を用いた  

接近（講演1）、離散多変量モデルについて不完全標本の合併に基づく確率の推定（講演  

6）、多重共線性の下での多重回帰モデルにおける回帰母数の推定（講演12）が報告さ  

れ、更に、共分散の置換による不変性の研究（講演16）が紹介された。対称統計量の  

研究に関して3件の報告があり、U一統計量の極限定理について従属確率変数列に基づく  

新しい解析法（講演14）、U一統計量を特別な場合として含むその線形結合について非  

Berry－Esseen型上限（講演2）およびEdgeworth展開（講演15）が報告された。インド  

からの訪問研究者による研究発表もなされ、順序付けられたcategoricalデータに対するゲ  

ーム論的接近に基づく新しい解析法について研究成果が紹介された（講演3）。離散分布  

について興味ある4件の発表があり、多状態試行列における成功、失敗、或いは種々の  

パター ンの同時確率（講演5）、確率生成母関数の多くの利用例の紹介（講演8）、及び、  
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離散複合確率分布についての興味ある漸化式（講演11）が紹介された。更に、巨大数  

と微小数を処理する計算アリゴリズムの紹介とその離散型確率の計算への応用（講演9）  

が報告された。分割表データの解析では、空間スキャン統計量とechelonを用いた解析法  

の比較が報告された（講演4）。分布型が分からない時、分布探索に基づく推測の方法も  

紹介された（講演10）。また、複数の位置母数について、grOSS errOrSの存在の下での、  

slippagerank検定が紹介された（講演7）。更に、医学関係の共用試験を基に、新しい統  

計学への模索が講演された（講演13）。以上の様に、色々な角度から、多くの興味ある  

講演がなされ、これに対して活発な質疑応答が行われた。これらの研究交流は参加者に  

今後の研究の発展に大きな良い刺激を与えた。   

本研究集会の講演者および講演題目は以下のとおりである。   

（1）道家咲幸（東海大学理学部）  

Bonferroniの不等式を用いた多変量多重比較についての一考察  

（2）戸田光一郎（鹿児島大学大学院理工学研究科D3），大和元（鹿児島大学理学部）  

U一統計量の線形結合の分布の収束についての非Berry－Esseen型上限  

（3）AdityaChattopadhyay（DepartmentofStatistics，TheUniversityofBurdwan）  

RandomizedPlaytheWinnerRulefbrOrderedCategoricalData：AFo1lowupModel  

（4）栗原考次（岡山大学環境理工学部）  

空間スキャン統計量と8Cbelonを利用した分割表データの解析  

（5）井上潔司（統計数理研究所）  

Jointdistributionsassociatedwithpattems，SuCCeSSeSandfailuresinasequenceof  

multi－Statetrials  

（6）布能英一郎（関東学院大学経済学部）  

OnestimatingdiscretemultivariateprobabilitiesbypoolinglnCOmpletesamPles  

（7）垣内逸郎（神戸大学工学部），木村美善（南山大学数理科学部）  

Slippageranktestsforklocationparametersinthepresenceofgrosserrors  

（8）平野勝臣（統計数理研究所）  

続確率生成母関数の利用  

（9）中村忠（岡山理科大学総合情報学部），平井安久（岡山大学教育学部）  

巨大数・微小数を処理する計算アルゴリズムとその離散型確率計算への応用  

（10）白石高章（横浜市立大学大学院総合理学研究科）  

－標本モデルにおける分布探索による統計的推測論  
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（11）北野昌志（慶鷹義塾大学大学院理工学研究科M2），清水邦夫（慶鷹義塾大学  

理工学部），S．H．Ong（UniversityofMalaya）  

離散複合確率分布の漸化式  

（12）久保川達也（東京大学大学院経済学研究科），M．S．Srivastava（UniversityofTbronto）  

MinimaxempiricalBayesridge－PrlnCIPalcomponentregressionestimators  

（13）柳本武美（統計数理研究所）  

試験問題の母集団とその構築  

（14）金川秀也（武蔵工業大学工学部）  

従属確率変数列に対する U一統計量の極限定理について  

（15）大和元（鹿児島大学理学部），野町俊文（都城工業高等専門学校），  

戸田 光一郎（鹿児島大学大学院理工学研究科D3）  

U一統計量の線形結合のEdgeworth展開  

（16）渋谷政昭（高千穂大学経営学部）  

置換不変性、部分置換不変性と共分散構造  
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（2）「ファイナンスヘの統計理論，時系列解析及びそれらの応用」に関する研究報告  

柿沢佳秀（北海道大学大学院経済学研究科）  

谷口正信（大阪大学大学院基礎工学研究科）  

1．研究目的   

本研究は統計的な視点からファイナンスの諸問題に接近することを主な目的として進め  

られた・基礎過程は代表的な時系列（離散型・連続型）モデルで記述されるため時系列モデ  

ル（線形非線形時系列，強従属退隠共和分過程，拡散過程など）の統計的推測・検定問題  

を漸近理論により数学的に明らかにする，及び，マルコフ連鎖モンテカルロ陰によるコン  

ピュータをベースにしたベイズ法，そして，実証分析により検討することを目的とした．   

2．研究計画   

本研究は平成14年度に下記の研究集会を開催し，時系列・拡散過程と関わりのある研  

究者が新しい研究成果を報告し，議論を重ねることによって遂行された．  

研究集会：ファイナンスへの統計理論，時系列解析及びそれらの応用   

研究分担者：柿沢佳秀（北海道大学），谷口正信（大阪大学）   

期日：2002年10月23日（水卜10月25日（金）  

参加人数：約40名  

場所：北海道大学 クラーク会館2階大集会室   

3．研究成果   

本研究集会では上記研究目的に沿った15件の研究報告が行われ，ARCH時系列（（4），（15）），  

拡散過程（（11），（12），（13）），空間時系列（（5），（7）），単一構造方程式における修正経験尤度法  

（軋共和分と分数和分過程（（9），（10）），時系列回帰の変化点問題（2），VARとペイジアン  

MCMC法（14），及び，離散時系列のスペクトル解析とウェーブレット解析（（1），（3），（6），（7））  

に関して新しい理論，方法論が報告された．各講演に対して活発な質疑討論があり，新た  

な問題提起もなされた．講演内容は以下のとおりである．  

（1）ベルンシュタイン多項式を応用し，ピリオドグラム平滑化法とMISEの意味で漸近的  

に同等な推定量を構成した．シミュレーション結果，及び，実データ例も報告．  

（2）回帰モデルの回帰係数とその変化点の推定について正規循環ARMAの場合に尤度比  

過程を調べ，MLEとBEの一致性と漸近正規性，そしてBEの漸近有効性を示した．  

（3）ノイズを含む長記憶過程のノイズの有無に関する検定問題を取り上げ，ラグランジュ  

乗数検定の検出力が低い欠点を克服するためウェーブレット変換（DWT）を導入indexd  

の推定法としてDWT分散近似式を利用した最小2乗法，及び，擬似尤度法も考察．  

（4）ARCHモデルを当てはめた後の残差2乗の系列から構成したランク統計量についての  

漸近理論をc標本問題に対し報告．  

（5）空間時系列におけるギプスサンプリング法を用いたペイジアン分析について報告．  

（6）振動過程な時変係数型ARを定義．局所時間幅にARを当てはめてスペクトルを時点  

毎に計算するが，特にAR（1）を想定したときのそれと非定常スペクトルとの誤差を議論．  

（7）空間時系列における可分相関仮説を検定するための周波領域による統計量を提案し，  

その漸近分布を導出．シミュレーション結果，及び，脳データ解析も報告．  

（8）単一構造方程式の推定に関して一般化モーメント法（GMM；あるいは推定方程式法  

（EMM）というべき）を修正経験尤度法（MMEL）により改善できることを高次漸近理論か  

ー4－   



ら主張し，特に制約数が多い場合に有力であることを報告・  

（9）非定常時系列の推定・検定を3段階アルゴリズムで行うことを提案し，実証分析例も  

報告．  

（10）漸近的にのみマルチンゲール差分性と条件付等分散性を満足するとき分数和分過程  

不変性原理について報告．  

（11）確率的ボラティリティモデルにおいて対数資産収益の分布の任意の次数の漸近展開  

公式を与え、特に明示的に表現するためキュムラント計算の視点から報告．  

（12）離散観測される小さな拡散過程（Eで表す）に対しコントラスト関数を提案・その最  

小化推定量についてど→0と離散観測数れ→∞（すなわち観測幅1／れ）の場合に一致性  

漸近正規性とその有効性を示し，シミュレーション結果も報告．  

（13）BSモデルのボラティリティが一定という仮定をおくことなくBS公式が使えるよう  

なモデルを考察．  

（14）株価収益率と取引量の関係を分析する目的でVARを組み込んだモデルを与え，その  

因果性分析とインパルス応答関数分析をペイジアンMCMC法で実証分析．MCMCでは  

生成アルゴリズムの問題があり，1つの修正についても報告．  

（15）ボラティリティの非対称性，危険中立的でない場合，誤差項の非正規性の3点に注意  

し，オプション価格の変動を捉えることができるかどうかを日経225に対して実証分析．  

本研究集会の講演者及び講演題目は以下のとおりである．  

柿沢佳秀（北大）Bernsteinpolynomialestimationofaspectraldensity  

塩浜敬之（阪大）Asymptoticestimationtheoryfortimeseriesregressionmodelswith  
multiplechangepoints  

田中勝人（一橋大）Waveletmethodsた）rinfbrenceproblemsassociatedwithlong－memOry  

Slgnalplusnoisemodels  

S．AjayChandra（阪大）Multi－Sampleproblem払rARCHresidualempiricalprocesses  

AdityaChattqjee（広大；TheUniversityofBurdwan）AnumericalB町eSianapproachto  
timeseriesinspace  

甫喜本司（北大）確率構造の変化の速度が局所定常なスペクトルの推定に及ぼす影響につ  

いて  

松田安昌（新潟大），矢島美寛（東大）多変量時系列における相関構造の検定について  

国友直人（東大）経験尤度法と推定方程式法の改善について  

瀧本太郎（東北大），細谷雄三（東北大）Athree－Stepalgorithm払restimatingandtesting  

COintegratedARMAXmodels  

細谷雄三（東北大）Fhctionalinvarianceprinciple  

増田弘毅（東大）AsymptoticexpansioninOrnstein－Uhlenbeck－basedstochasticvolatility  

models  

内田雅之（九大）離散観測による小さな拡散過程のパラメータ推定  

井上昭彦（北大）IncorporationofmemoryintotheBlack－Scholes－Mertontheoryand  

estimationofvolatility  

横井学（都立大），渡部敏明（都立大）Stockreturnvolatilityandtradingvolume：aBayesian  

impulseresponseanalysis  

渡部敏明（都立大）GARCHオプション価格付けモデルの計量分析  
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（3）「実験計画とその周辺における数理構造の解明とその応用」に関する研究報告  

景山三平（広島大教育）  

三嶋美和子（岐阜大工）  

1．研究目的   

統計的計画を用いたデータ解析に関する考察から発展してきた実験計画法は，今日では統計学のみな  

らず離散数学あるいは組合せ理論の一部としても確立している．また一方，実験計画の考え方等の他の  

分野への応用も近年盛んになってきた．本研究では，実験計画法やその周辺に関する最新の話題（実験計  

画・デザイン理論の最適性，構成，解析，符号，暗号等）やその推測理論に関する研究及び情報交換を行  

い，今後の研究の方向性について展望することを目的とした．   

2．研究計画   

本研究は平成14年度に下記の研究集会を開催し，関連する研究者が最新の研究成果及び今後の展望  

を報告し，新たな問題提起とともにアイデアと情報を交換することにより遂行された．   

研究集会：実験計画とその周辺における数理構造の解明とその応用   

研究分担者：景山三平（広島大教育），三嶋美和子（岐阜大工）   

期   日：平成14年11月7日（木）－9日（土）   

参加人数：36各   

場：浜名湖かんざんじ温泉ホテル鞠水草  

3．研究成果  

l  本研究集会では，上記研究目的に沿った21件の研究報告が行われ，デザインの連結性と頑健性につい  
ての概観川，グラフを用いたデザインの構成と存在問題の最近の研究成果と歴史【2，3〕，グラフやデザ  

インの工学的応用（ハードディスクのアレイ配置や光直交符号，DNAスクリーニング等に用いられるグ  

ループテストへの応用など）【4，5，6，7，1礼直交配列とその一般化および最適任と応用（品質管理や金  

融工学への応用など）【11，12］について報告がなされた．また，不正なサーバ・クライアント・悪意ある  

第三者に対するウェブサイトのヒット率測定法の安全性とそのバウンドの改善について符号との関係を  

含めた最新の結果［8］とともに，現在標準となっている暗号（RAS，DES，AES等）のしくみと安全性の  

指標となる乱数性の統計的・代数的評価に関する考察と展望［9］，さらにAESに基づくグループ鍵によ  

る暗号化ファイルの共有システムの実際の構築例【10〕などが報告された．   

一方，DNAスクリーニングによって得られるゲノム情報の大量解析やマイクロアレイの発現情報解  

析などの現状が紹介され，大量データの解析に適用している既存の統計手法に関して新たな問題提起が  

なされた［14］・また，検出力等を基準とした最適化の問題が種々の対象について考察され［15，16，17】，有  

効性や最適性を備えた要因計画の構成と，シュミレーションによる検証結果［18，19，20，21】等も報告さ  

れた．各講演に対して活発な質疑応答が行われ，実験計画とそこから発展したデザインやグラフ，符号・  

暗号等の理論研究における最近の動向とともに，現場でのデータ解析や品質管理などの実状と課題など  

の情報が交換されたことで相互理解が深まり，今後の研究の方向性を展望することができた．   

本研究集会の講演者および講演題目は以下の通りである．   

1・SatyabrataPal（BidhanChandra農業大）  

ConnectednessandResistanCeinDesigns－an0verview   

2．潮和彦（近畿大理工）  

BalanCed（Ci，C；）－2i－FbilSys七em  
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3．小林みどり（静岡県立大経営情報），喜安善市（半導体研究所），   

中村義作（束海大学教育開発研究所）  

Dudeneyの円卓問題の展望  

4．武藤幸康（慶鷹大大学院理工）  

ConstructionsofWeightedGraphDesigns  

5．足立智子（慶應大大学院理工）  

完全二部グラフのclutteredorderingとRAIDへの応用  

6．左瑞麟（筑波大大学院システム情報工），膠璧（筑波大社工）  

AnApplicationofCoveringDesignsinThresholdSchemeswithCheaters  

7．篠原聡（明星大情報），宮本陽子（束京理科大理工）  

MutuallyM－IntersectingVarietiesandOptimalOrthogonalCodes  

8．黒澤馨（茨城大工）  

BoundsbrRobustMeteringSchemesandTheirRelationshipwithA2，Code  

9．萩田真理子（名工大）  

暗号の乱数性について  

10．陳志松（デンソークリエイト），大原事多（慶磨大大学院理工）  

グループ鍵を用いた暗号化ファイル共有システムの構築について  

11．秋山仁（東海大学教育開発研究所），近藤衛，中村義作（東海大学教育開発研究所）  

汎直交配列による実験計画  

12．藤原良（筑波大社工）  

直交実験は最適か？  

13．MeinardMtiuer（慶應大理工）  

GroupTestingandPositiveDetectableMatrices  

14．水島洋（国立がんセンター研究所疾病ゲノムセンター）  

ゲノム情報および発現情報の解析  

15．広津千尋（明星大理工）  

凹性仮説検定のための最適計画  

16．塩谷実（東京理科大理）  

修正A－teStのOC関数に対する漸近展開公式  

17．金子輿道（日東電工（株））  

超高分子ポリエチレン多孔質体の焼結条件の最適化  

18．′ト滞和弘（岐阜県立看護大），栗木進二（大阪府立大工）  

E餓ciencyFactorofSplit－PlotDesigns  

19．クワ田正秀（広島大総合科学），兵頭義史（岡山理科大理），韓冬（広島大大学院工）  
GD－OptimalBalanCedFhctiona12mFhctorialDesignsofResolutionR＊（（1）l3）  

20．SubirGhosh（カリフォルニア大），クワ田正秀（広島大総合科学），兵頭義史（岡山理科大理）  

FhrtherResultsonPartial1yBalanced舘actional2ml＋m2FactorialDesignsofResolutionIV  

21．末次武明（神戸高専），白倉呼弘（神戸大発達科学）  

A一最適一部実施要因計画のシミュレーションによる検証  
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（4）「統計的逐次推測理論とその応用」に関する研究報告  

磯貝 英一（新潟大・理）  

小池 健一（筑波大・数学）  

1．研究目的   

本研究は，統計的逐次推測における有効性とそれに関連した解析法についての研究成果を発表  

し，その応用を与えることを目的とした．さらに，逐次推測理論に関する今後の研究の方向を探  

ることも目的の一つであった．  

2．研究計画   

本研究は平成14年度に下記の研究集会を開催し，関連する研究者が新しい研究成果等を持ち  

寄り，現在の研究などに関する情報の交換を行うことにより遂行されたJ  

統計的逐次推測理論とその応用  

磯貝 英一（新潟大・理），小池 健叫（筑波大・数学）  

平成14年11月13日（水）～11月15日（金）  

33名  

新潟大学大学院自然科学研究科総合研究棟（情報理工系）401室  

研究集会  

研究分担者  

期日  

参加人数  

場所  

3．研究成果   

本研究集会においては，上記の目的にそった13件の報告がおこなわれ，各報告に対して活  

発な議論がなされたっ 講演内容は  

（1） 不偏推定量の分散に対するKshirsagarの下界に関する議論  

（2） 多変量楕円型分布モデルの下での2標本問題における共通平均に対する改良型推定量の  

導出と数値実験による評価に関する議論  

（3） 平均ベクトル間の対比較と対照比較に対する同時信頼区間の保守性に関する議論  

（4） 時空間データの相関構造に関する検定問題  

（5） 指数分布の尺度母数の関数の逐次点推定問題  

（6）臨床実験における処理反応に対してのrandomizedplay－thewinLlerru1eに基づく逐次手法に  

関する議論  

（7） 正規分布及び指数分布の尺度母数のべき乗の逐次推定問題  

（8） Linexlossでの回帰係数の逐次推定での初期標本数  

（9） ブートストラップ法によるKolmogorov－Smirnov統計量を用いた2つの母集団分布の有意差  

検定問題  

（10）対照群がある場合の固定された大きさの多重比較に対する漸近最適な標本配分  
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（11）順序カテゴリ2元分割表における変動の縮小度を測る尺度の提案  

（12）順序カテゴリ正方分割表における対角ハラメ一夕対称モデルからの隔たりを測る尺度の  

提案  

（13）SteiIlのアイデアに基づく新たなミニマクスで許容的な推定量  

なお，本研究集会の講演者および講演題目は以下のとおりである  

′ト池健一（筑波大・数学）   

OntheinequalitvofKshirsagar  

津熊久幸（千葉大・自然科学研究科），今野 良彦（千葉大・自然科学研究科）   

楕円型分布モデルの下での2標本問題における共通平均の推定について  

瀬尾隆（東京理科大・理），冨田 真理子（東京理科大・理学研究科）   

平均べクト／レ間の多重比較法の保守性について  

松田安昌（新潟大・経済），矢島美寛（東京大・経済）   

多変量時系列における相関構造の検定について  

宇野力 （秋田大・教育文化），磯貝英一（新潟大・理）   

SequentialpolnteStimationofafunctionoftheexponentialscaleparameter  

ChatteljeeAditya（DepartmentofStatistics，UmiversityofBurdwan，India）   

DichotomizAtionredundantrandomizedplaythewirulerruleforcon血uoustreatmentresponsesin   

clinical trials 

磯貝英山一（新潟大・理），Aliル山kTar（新潟大・自然科学），宇野力（秋田大・教育．丈化）   

Sequenlialestima也onofthepowersofnomalaJldexponemialscaleparameters  

長尾善夫（大阪府立大・工）   

回帰係数のLinexlossの下での逐次推定  

高橋邦彦（筑波大・数学），桜井裕仁（北大・工学研究科）   

ブートストラップ法による2つの母集団分布の有意差検定  

上村泰儀（筑波大・理工学研究科），青嶋誠（筑波大・数字）   

Allocationofobservationsinmultiplecomparisonswithacontrol  

湯川智仁（東京理科大・理工），富澤貞男（東京理科大・理工）   

Proportionalreducboninvariationmeasurefbrtwo－WayCOntlngenCytableswilhorderedcategories  

加藤義行（東京理科大・理工），富澤貞男（東京理科大・理工）   

Measureofdeparture丘omdiagonals－ParameterS）mmetn・forsquarecontlngenC）・tableswithordered   

Calegories  

丸山祐造（東大・空間情報科学研究センター）   

多変量正規分布の平均ベクトルの推定－ある推定量の性質－  
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（5）りてイオスタテイスティツタスの数理的基礎jに瀾する研究報告  

吉田 朋広 （束京大学大学院数理科学研究科）   

阪本 雄ニ （広島国際大学人間環境学部）  

井元 清哉 （東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター）  

1．研究目的  

ゲノムデータ解析とサバイバルアナリシスなどバイオスタティスタティックスの役割とその数理科学的側面に関す  

る種々の問題について研究した．  

2．研究計画  

本研究では平成14年度に下記の研究集会を開催した．各分野で活躍している研究者による研究報告がなされた．   

研究集会：バイオスタティスティックスの数理的基礎   

研究分担者：吉田 朋広 （東京大学大学院数理科学研究科）  

阪本 雄二 （広島国際大学人間韓境学部）  

井元 清哉 （東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター）   

期  日：平成14年12月5日（木）～12月7日（土）   

参加人数：約60人   

会  場：束京大学大学院数理科学研究科大講義室  

2．研究成果  

本研究集会では，上記研究目的に沿ったバイオスタティスティックスに対する統計科学の応用および数理的側面に  

関する研究報告がなされ議論された．具体的には，ニューラルネット，クラスタリング，グラフィカルモデリン  

グ，SIR，サポートベクターマシン，ノンパラメトリック回帰，平滑化，生存時間解取 分子進化速度の確率変動  

モデル，遺伝子ネットワーク等が議論された．また，過伝統計と遺伝子発現データ解析に関する2つのチュートリ  

アル講演があり，統計科学研究がその本質であることが確認された．  

本研究集会の講演者及び講演題目は以下の通りである．  

辻谷将明（大阪電気通信大学総合情報学部）：ニューラルネット、生存時間解析、そしてリサンプリング法  

藤澤洋徳（統計数理研究所），江口其透（統計数理研究所），松浦正明傭研究会ゲノムセンター），宮田 敏（癌研  

究会ゲノムセンター），牛嶋 大儀研究会ゲノムセンター）：  

モデルに基づく遺伝子型のクラスタリングに関する問題点  
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堀本勝久（束京大学匠科学研究所ヒトゲノム解析センター）：  

グラフィカル・ガウシアン・モデリングの発現プロフィール解析への適用  

演野鉄太郎（北里大学大学院薬学研究科），伊藤陽一（束京大学大学院医学系研究科），井元清哉（東京大学医科  

学研究所ヒトゲノム解析センター）：［チュートリアル1］遺伝子発現データ解析概論  

大瀧 慈（広島大学原爆放射線医科学研究所）：   

AMonteCarlosimulationstudyondimensionreductionmethodsrelatedtoSIR  

安道知寛（九州大学大学院数理学府），小西貞則（九州大学大学院数理学研究院）：  

サポートベクターマシーンによる識別・判別の理論と応用  

吉崎正港（島根大学大学院総合理工学研究科），内藤貫太（島根大学総合理工学部）：  

多変量ノンパラメトリック回帰におけるバイアス縮小推定量について  

奥村英則（中国短期大学経営情報学科），内藤貫太（島根大学総合理工学部）：  

2項回帰問題におけるKemel平滑化とその生物検定法への応用  

柳本武美（統計数理研究所）：統計的検定の困難を回避する柔軟な試験計画  

鎌谷直之（東京女子医科大学膠原病リウマチ痛風センター・大学院先端生命医科学系専攻）：  

［チュートリアル2］連鎖解析と連鎖不平衡解析の理論と手法  

鎌谷直之（東京女子医科大学膠原病リウマチ痛風センター，大学院先端生命医科学系専攻）：  

ハブロタイプ推定の医療への応用   

間瀬 茂（束京工業大学情報理工学研究科）：  

確率的ネットワークアルゴリズムによる継承分布の計算法に付いて  

岸野洋久（東京大学大学院農学生命科学研究科），梶谷康秀（束京大学大学院農学生命科学研究科）：  

分子進化速度の確率変動モデルと適応進化の検出  

佐藤泰意（束京理科大学工学研究科），寒水孝司（束京理科大学工学研究科），吉村 功（東京理科大学工学研究  

科）：2段階試験デザインにおけるサンプルサイズ設計  

塚原英敦（成城大学経済学部）：多変量生存時間解析におけるコピュラ・モデルの応用  

服部 聡（北里大学大学院臨床統計専攻，中外製薬臨床解析部）：Modelcheckingtechniquesfbrtransformationmodel  

高橋史朗（北里大学大学院薬学研究科），竹内正弘（北里大学大学院薬学研究科）：  

線形混合モデルにおける分散成分に対するスコア検定について  

清野鉄太郎（北里大学大学院薬学研究科）：cDNAマイクロアレイと実験計画法  

伊藤陽一（東京大学大学院医学系研究科），大橋晴雄（東京大学大学院医学系研究科）：  

分子標的薬剤第Ⅰ相試験における遺伝子発現の用量反応性の解析  

井元清哉（束京大学医学系研究所 ヒトゲノム解析センター）：  

遺伝子発現データに基づく遭伝子ネットワークの推定  
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（6）「量子力学の非局所性と統計的推測」に関する研究報告  

櫻井明夫（京都産業大学）  

松本啓史（国立情報学研究所）  

林 正人（科学技術振興機構）  

1．研究目的  

本研究は量子推定や量子検定など量子力学の統計理論的基礎と具体的な物理現象や理論を検討するこ  

とにより，量子力学と量子情報科学を発展させることを目的とした・  

2．研究計画  

本研究は平成15年度に下記の研究集会を開催し，量子情報科学に関わりのある研究者が新しい成果を  

報告し，議論を重ねることによって遂行された・  

研究集会：量子力学の非局所性と統計的推測  

研究分担者：櫻井明夫（京都産業大学），松本啓史（国立情報学研究所），林正人（科学技術振興機構）  

プログラム委最長：曽我見郁夫（京都産業大学）  

プログラム委員：AnthonyLeggett（I11inois大学，本年度ノ～ベル物理学賞受賞者），柏太郎（愛嬢大  

理），益川敏英（京都産業大理），松岡正浩（通借総合研究所），松本啓史（国立情報学研），中原幹夫（近畿  

大理工），小嶋泉（京都大数理解析研）  

期日：平成15年9月8日（月）～9月9日（火）  

参加人数：105名  

場所：京都産業大学   

3．研究成果  

本研究集会では上記の研究目的に沿った19件の研究報告（口頭発表，ポスター発表）が行なわれ，情  

報交換が活写割こ行なわれた．本研究集会の講演者および請演題目は以下の通りである（1－15：口頭発表  

（講演順），16－19：ポスター発表（名前順））．  

1VladimirBuzek（SlovakAcademySci・）  
QuantumInfodynamics：DescriptionofDynamicsofOpenQuantumSystemsBasedonQuan－  
tumInformationTheory  

2林正人（科学技術振興機構）  

CanQuantumNon－localityImproveQuan七umEstimation？  

3津田美幸（科学技術振興機構）  

RestrictedLinear Statis七icalEstimation   

4DavidMermin（CornellUniv・）  

EntanglementasInteractioninAdvance：DenseCodingandTeleportation  

5JohnA・Vaccaro（Univ・OfHertfordshire），HowardM・Wiseman（Gri伍thUniv．），FabioAnselmi  

（Univ・OfHertbrdshire）  

EntanglementofIdenticalParticlesandRefbrencePhaseUncertainty  

6 ValerioScarani（Univ・OfGeneva），AntonioAcin（Univ．ofGeneva），NicolasGisin（Univ・Of  

Geneva），MichaelM・Wolf（TbchnischeUniversitatBraunschweig）  

Bell’sInequalitiesDe七ectE氏cientEntanglement  
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7清水明（東京大総合文化研），宵寺隆之（東京理科大理工），浮穴学尚（束京大総合文化研）  

AnomalousQuantumSta・teSinFiniteMacroscopicSystems  

8寺嶋容明（束京工業大理工），上田正仁（東京工業大理工）  

Einstein－PodoIsky－RosenCorrelationinGeneralRelativity   

9HaraldWeinfurter（Ltldw料Maximilians－Universit去・t），MohamedBourennaIle（Ludwig－Maximilians－  

Universit嵐t，Max－Planck－InstitutfdrQuantenoptik），SaschaGaertner（Ludwig－Maximi1ians－Universitat，  

Max－Planck－InstitutfiirQuantenoptik），ManfredEibl（Ludwig－Maximilians－Universitat，Max－Planck－  

InstitutftirQuantenoptik），ChristianKurtsiefbr（Ludwig－Maximilians－Universit翫），KarenSatlCke  

（Ludwig－Maximilians－Universitat），Markus Weber（Ludwig－Maximilians－Universitat），．7rgen VoIz  

（Ludwig－Maximilians－Universitat），MarekZukowski（GdanskU11iv・）  

Multi－photonEntanglementandBelトtypeExperiments   

lO BrianJulsgaard（Univ．ofAarhus）  

QuantumInbrmationwithMacroscopicCesiumGasSa．rnples   

llMarekZukowski（GdanskUniv．）  

Violations ofLocalRealism as aResource  

12筒井泉（高エネルギー加速器研究機構），TaksllCheon（KochiUniversityofTechnology），Tamas  

F竜16p（高エネルギー加速器研究機構）  

PhysicsofPointsandWallsinQuantumMechanics   

13BasilHiley（LondonUniv．）  

Non－COmmutativeGeometry，theBohmApproachandNon－locality  

14小澤正直（束北大学）  

EntanglementandViolationsofHeisenberg’sNoise－DisturbanceUncerta．intyRelation  

15HolgerHofmann（北海道大電子科学研），竹内繋樹（北海道大電子科学研）  

ViolationofLocalUncertaintyRelationsbyEntangledN－1evelSystems  

16 ErikaAndersson（Univ・OfStrathclyde），Stephen M・Barnett（Univ．ofStrathclyde），Alain  

Aspect（LaboratorieCharlesFabrydel’Institutd，Optique）  

SimultaneousMeasurmentsofSpin，SignalLocalityandUncertainty  

17Li－YiHsu（NationalCenterofTheoreticalSciences）  

PredictingQuantumMea5urementOutcomesUsingLocalHiddenVariables  

18 DamianMarkham（ImperialCollege），村尾美緒（東京大理学系研），Vlatko Vedral（lmperial  

College）  

OnTherInalSpinStatesthroughBeamSplitters  

19宇佐見康二（東京工業大），南部芳弘（NEC基礎研），Bao－SenSbi（科学技術振興機構），富田葦久  

（科学技術振興機楓NEC基礎研），中村和夫（NEC基礎研）  
ObservationofAntinormal1y－OrderedIntensityCorrelationofElectromagneticFieldviaStim－  
ulated Parametric Down－COnVerSion  
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（7）「数理統計学と計量心理学をつなぐ」に関する研究報告  

狩野 裕（大阪大学人間科学研究科）  

千野直仁（愛知学院大学心身科学部）  

1．研究目的   

計量心理学は心理学における実証的な研究の統計的方法論を提供する．数理統計学は多く  
の研究分野で発展させられた統計的方法を数理的な観点から研究を進める．したがって，  
本来両者は密接な関わりがあるはずである．実際，統計学が産声をあげた20世紀初頭はそ  
うであった．その後，学問が発展するにつれて学問分野が細かく分化し，両者のコミュニ  
ケーションが減少していった．いま，細分化した学問の緩やかな統合が始まっている．こ  
のような状況のもと，数理統計学と計量心理学の境界領域を活性化させることで，両分野  
へ新しい刺激を与えることを粗い，本研究が始まった．   

2．研究計画   

本研究は，平成15年度に下記の研究会を開催し数理統計学者と計量心理学者がつどい，新  
しい研究成果を報告し議論を重ねることによって遂行された．特に，計量心理学の第一人  
者でdualscalingの開発者である西里教授（トロント大学）を招聴し，特別講演をお願い  
した．特別講演には，コメンテータとして数理統計学者と計量心理学者をそれぞれ一名ず  
つ指名した．具体的な日程等は以下のとおりである．   

研究集会：数理統計学と計量心理学をつなぐ  

研究分担者：狩野 裕（大阪大学人間科学研究科）千野直仁（愛知学院大学心身科学部）  

期  日：平成15年11月3日（月）～5日（水）  
参加人数：約50名  
場  所：大阪大学人間科学部東館2階207講義室（ユメンヌホール）   

3．研究成果   

本研究集会では上記目的に沿った柑件の研究報告が行なわれた．その内訳は，数理統計学  
が7件，計量心理学が8件，中間的なものが3件であった．報告件数が十分に多く，また，  
バランスの取れたプログラムであった．173頁からなる大部な予稿集を作成した．   
各報告の詳細については，これに続く発表者による発表要約か予稿集を参照されたい．  
ここでは，特に興味深いいくつかの発表について言及する．西里教授は「計量心理学から  

数理統計学への提言：多次元解析の枠組み」と題した特別講演を行なった．数理統計学で  
は数学の土俵に乗せるために，離散順序尺度変数を連続変数と見なした解析方法を議論す  
るが，本来は，そのような変数は一次元ではなく多次元的な抜いをした上で，変数間の関  
連等を議論しなければいけないことを指摘したもので，大変興味深い内容であった．岸本  
氏は，特に社会科学においては，離散従属変数の分析で被験者内の要因を正確に扱う一般  
化混合モデルの利用を推奨した．   

本研究集会は，数理統計学と計量心理学の交流を目的とした訳であるが，時間的な制約  
もあり十分な議論ができたとは言えない．しかしながら，このような試みが初めて行われ  
たということを勘案すると，そのスタート台としての役割は十分果たしたと言えよう．総  
合論議において西里氏は，北米でもこのような交流は乏しいと発言した．全世界的な課題  
と言えるかもしれない．  
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本研究集会の講演者および講演題目は以下のとおりである．   

1．黒木 学（大阪大学）  

CausaIeffects on the varjancein［inear structuralequation modeEs  

2．宮村 理（大阪大学大学院卜狩野 裕（大阪大学）  

On the robustness tuning parameter in covariance selection 
3．弘新太郎（北i毎道大学大学院）・水田正弘（北海道大学）  

相対射影追跡法について  

4．鳥居 稔（大阪大学大学院）・狩野 裕（大阪大学）  

処置前処置後データ分析における回帰効果の再検討  

5．勢川英介（University of ＝linois）  
Mu］ti－indicator growth modelfor ordinalvarjable with complex data  
StruCture  

6．小杉考司（関西学院大学）  

バランス理論と固有債分解  

7．足立浩平（立命館大学）  

主成分・正準相関・数量化分析の最小二乗基準と非等質性基準  

8．千野直仁（愛知学院大学）  

複素力学系による小集団の分析：計量から理論一予測に向けて  

9．椿 広計（筑波大学）・椿美智子（電気通信大学）  

探索的共分散構造分析：因子構造と共線性構造の折衷  

10．小笠原春彦 川＼樽商科大学）  

Asymptotic robustness of the asynptotic biases for some structura］nlOdeJs  
ll．柳本武美（統計数理研究所）・三好美浩（統計数理研究所）  

学習指導要領に準拠した項目プール  

12．西里静彦（University of Toronto）  
計量心理学から数理統計学への提言：多次元解析の枠組み  

コメント1千野直仁（愛知学院大学）  

コメント2 讐守野裕（大阪大学）  

13．岸本淳司（東京大学）  
混合モデル，一般線形モデル，GEE－－一心理学研究方法論に欠けているもの－－－  

14．服部 環（筑波大学）  

共通因子数の決定とそれを援助するためのコンピュータ■プログラム  

15．堀 啓造（香川大学）  

因子数決定法の検討：HoIzinger and Swineford（1939）の知能デq夕をもとにして  

16．星野崇宏（東京大学，学振特別研究員卜繁桝算男（東京大学）  

傾向スコアによる無作為割り当て：無作為抽出の近似と構造方程式モデルへの  

応用  

17．荘島宏二郎（大学入試センター）  

非補償完全情報国子分析モデル  

柑．宮本友介（大阪大学）  

心理学と独立成分分析  

19．出席者全員  

総合討論  
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（8）「DevelopmentsofSta七is七icalInfbrence：AmeetinginhollOurOfProfessorKei  

恥keuchiontheoccasioI10fhis7Othbirthday」に関する研究報告  

赤平昌文（筑波大・数学）  

栗木 哲（統数研）  

小池健一（筑波大・数学）   

1．研究目的  

本研究会は，統計的推測理論に多大な責献をざれた，東京大学名誉教授で明治   

学院大学教授の竹内啓先生の古希記念研究会として企画ざれた．1993年に先生の   

還暦記念シンポジウムが開催ざれてから，はや10年の歳月が流れて今日に至った   

感がある．本研究会では，先生の御研究に関連するテーマ9件の講演および先生   

御自身による講演が行われた．  

2．研究計画  

本研究は，平成15年度に下記の研究集会を開催し，関連する研究者が研究成果   

を持ち寄ることにより，様々な情報交換・討論を行うことによって遂行された．  

研究集会：DevelopmentsofStatisticalIllhrence：AmeetinginhonourofPlt（）－  

f6ssorKeiTbkeuchiontheoccasionofhis70thbirthday   

研究分担者：赤平昌文（筑波大・数学），栗木 哲（統数研），小池健一（筑  

波大・数学）  

期日：平成15年11月15日  

参加人数：33名  

場所：統計数理研究所2階会議室（東京都港区南麻布4〉Y＝、6－－7）  

3．研究成果   

本研究集会では，下記の10件の研究報告が行われた．  

（1）推定諭における一致推定量の裾確率の下界について，BahaduI・効率とは異なる   

観点から，一次と二次の漸近効率が論じられた．  

（2）同時方程式モデルのパラメトリック推定法として，修正MEL法が提案され，   

その方法の性質や高次漸近効率が議論ざれた．  

（3）区分的に連続なスペクトル密度に対する漸近論が論じられた．  

（4）スペクトル密度行列に関する制約条件に対して，ノンパラメトリックまたはセ   

ミパラメトリックな検定を統一的に扱う数学的定式化がなされ，スペクトル密度   

行列の推定量に基づく新たな検定統計量が提案ざれ，その漸近特性が導かれた．  

（5）非ガウス多変量指数型分布族について，推定方程式，疑似尤度などの立場から   

議論がなされた．  
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（6）最大値の裾確率を近似するオイラー標数法に関して議論がなざれた．  

（7）単位根コインデグレーション過程において，WIlittl（†－1ik（モ1ill（）（）（1検定が提案ざ  

れ，その漸近論が与えられた．  

（8）準完全分離データの解析について，チェルノブイリ原発事放に関するデータ解  

析について議論がなされた．  

（リ）2元配置モデルにおける交互作用の多重比較法とその様々な方法について議論  

した．  

（1（））1、弧（l（jIllizati（）Ilについて，様々な視点からの考察があった．   

本研究集会の講演者および講演題目ほ以下の通りである．   

1赤 平 昌 文（筑波大・数学）  

Lal即－（l（－Viati＝1（亜（・i（－Il（・y（）f－丘nt往Il（lH（ミ（・（）11（l‖1・（l（汀  

2 国 友 直 人（東大・経済）  

同時構造方程式モデルのセミ・パラメトリック推定法と高次の漸近効率につ  

いて  

3 谷 口 正 信（早大・理工）   

時系列の非正則モデルに対する推測理論  

4 矢 島 美 寛（東大・経済），松 田 安 昌（新潟大・経済）   

（）IlIl（）Ill）araIIletri（laIldwIliI）al・aIIl（血i（・t・（一HtiI唱（）fIllultiviu血t（一tiIIl（、H（一Ⅰ・i（一H  

5 椿  広 計（筑波大・ビジネス科学），岩 崎 正 和 （筑波大・ビ  

ジネス科学）   

非ガウス多変量指数型分布族  

6．Torlatha11rrhylor（Sta11払ー（lUrliv．，Dep．（）fSta．tiHt，i（LS），竹 村 彰 通（束   

大・情報理工），R′Ot）（汀tA（ll（N甘（Tt！（・hni（軋FhH11ty（）fIIl（1u由iHIEIlgin（モ（血1g   

aIl（川′i弧ageIll（†Ilt）   

Ⅵ11i（lityufthecxpe（Ite（lEulcrぐhal・a（廊1－istliぐ11（，uristi（・  

7 細 谷 雄 三（東北大・経済），瀧 本 太 郎（東北大・経済）   

IIlfbr（モIICeOng（兄1eraluIlit－l・00t（：（）iIlt（唱rationaIl（lasHO（：iat（一（1（…11l）11tEltio11alIll（，tll－  

0（ls  

8 柴 田 義 貞（長崎大・医）   

準完全分離データの処理について  

9 広 津 千 尋（明星大・理工）   

交互作用の多重比較法とその様々な応用  

10 竹 内  啓（明治学院大・国際）  

RaIldoIIlizatioIlについて  
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（9）「統計的推測の理論とその応用」に関する研究報告  

高田 佳和（熊本大・工）  

岩佐 学 （熊本大・工）  

1．研究目的  

本研究は統計的推測に関する様々な理論や方法論、それらの新しい展開、その応用例  

を検討することを目的とした。  

2．研究計画  

本研究は平成15年度に下記の研究集会を開催し、数理統計と関わりのある研究者が  

新しい成果を報告し、議論を重ねることによって遂行された。  

研究集会： 統計的推測の理論とその応用  

研究分担者：高田 佳和（熊本大・工）、岩佐 学（熊本大・工）  

期日：平成15年11月17日（月）～11月19日（水）  

参加人数： 約30名  

場所：熊本大学大学院自然科学研究科研究棟 ゼミナール室  

3．研究成果  

本研究集会では、上記研究目的に添った16件の研究報告が行われ、多変量デ…夕に  

関する、判別分析、多重比較、二段階推定法、回帰分析（講演1、2、13、14、   

15）、推定量の許容性（講演3、4、9）、時系列に関する推測（講演5，6）、し統  

計量（講演7）、GLMにおけるLINK関数（講演8）、フィシヤ｝の情報損失（講演   

10）、文字認識（講演11）、極値データの解析（講演12）、多変量混合線型モデル   

（講演16）に関して新しい理論、方法論が報告された。各講演に関して活発な質疑  

応答が行われ、統計的推測理論への理解が深まり、有益な情報交換の場となった。  

本研究集会の講演及び講演題眉は以下のとりである。  

1．薬真寺 裕（広島大・理）、安部 友紀（広島大・理）、藤越 康祝（広島大・理）  

高次元多変量2値データの判別における変数選択  

2．今田 恒久（九州東海大・工）  

多変量正規母集団の平均ベクトルの多重比較法について  

3．張 元宗（目白大・人文）、篠崎 信雄（慶応大・理工）  

2つのポアソン母数に順序がある場合の線形関数の推定  
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4．布能 英一郎（関東学院大・経済）  

推定量の許容性の証明方法について  

5．柿沢 佳秀（北大・経済）   

ExactorWhittletsapproximatelikelihoodestimationfbr Gaussiantime   

Seriesregressionmodelsanditsplug－inapproach   

6．蛭川 潤一（早稲田大・理工）、谷口 正信（早稲田大・理工）   

LANtheoremfbrnon－Gaussianlocallystationaryprocessesandits  

applications  

7．前園 宜彦（九州大・経済）  

L一統計量の漸近分布  

8．大西 俊郎（統数研）、柳本 武美（統数研）   

Linkfunctionelicitat．ionthroughgrobalorthogonalityofparametersinGLM   

9．津照 久幸（統数研）  

多変量線形校正問題における古典的推定量の改良について  

10．熊谷 悦生（阪大・基礎工）、稲垣 宣生（阪大・基礎工）  

OnFisher’sin丘）rmationloss   

ll．TanSiangChin（九州芸工大・芸術工学）、坂田 年男（九州大・芸術工学）   

アフィン変換不変モーメントと文字認識  

12．高橋 倫也（神戸大・海事科学部）  

極値データとその解析法  

13．若木 宏文（広島大・理）   

2段階法による母平均ベクトルの信頼領域について  

14．藤木 美江（阪大・基礎工）、白旗 慎吾（阪大・基礎工）   

RegressionDepthandComputation   

15．姫野 哲人（広島大・理）、若木 宏文（広島大・理）、藤越 康祝（広島大・理）  

正準判別分析における高次元漸近展開  

16．小谷野 仁（東大・経済）  

異なる繰返し数を持つ多変量混合線型モデルにおける予測問題  
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（10）「データ解析のための統計科学理論」の研究報告  

白石高章（横浜市大・理）  

瀬尾 隆（東京理科大・理）  

加藤 剛（慶庵大・理工）  

1、研究目的  

本研究は，パラメトリック，ノンパラメトリック，セミパラメトリックを問わず，データ解析に  

有用な統計手法と理論について新しい手法の開発と一般理論の研究や紹介を行い，データ解析のた  

めの理論と応用の両面から検討することを目的とした。  

2、研究計画  

本研究は平成15年度に下記研究集会を開催し，データの統計角神子論に関連する研究者が新しい成  

果を報告し，活発な討論と情報交換を行なうことによって遂行された。  

研究分担者： 白石高車（横浜市大・理），瀬尾 隆（束京理科大・理），  

加藤 剛（慶鷹大・理工）  

期間：  2003年12月10日（水）～12月12日（金）  

場所：  横浜市立大学よこはまアーバンカレッジ  

参加人数： 約50名  

3、研究成果  

本研究集会では，上記研究目的に沿った22件の研究報告がなされた。生物データの解析に有効な  

多重比較法の提案と近似理論及び多重積分による確率計算法（講演1，12，21），医学データのデータ  

解析における問題点の指摘と提案（講演2），推定量の提案と理論構築（講演3，13），人口衛星のレーダ  

ーで地表面画像を取得する方法として差分フィルタやウェーブレットによる理論を適応した解析  

理論の構築（講演4，5），ノンパラメトリック手法の漸近精密化の理論（講演6，14，15），漸化式などに  

よる離散分布の確率を求める理論と応用（講演7－10），言語処理の問題提起（講演11），ロジットモデ  

ルや頑健統計量による金融データの回帰分析方法（講演16，17），打ち切りデータを関数で当てはめ  

る場合の偏りの推定理論（講演18），データ解析に有効な統計量の分布を近似する漸近展開式の構築  

（講演19，20，Z2）に関して発表が行なわれ，各講演に対して活発な質疑応答がなされた。データ解析  

のための理論という視点を通してノンパラメトリック論，セミパラメトリック論，離散確率論など  

の理解を探め，データ解析適用のために必要な統計科学理論についての議論と情報の交換がなさ  

れた。  

本研究集会の講演者及び講演題目は下記の通りである  

1，菊地 淳（東京理科大・理学研究科），瀬尾 隆（東京理科大・理学部）：仇Imuldplecomparisons   

OfmeancomponentsintheintraclasscorTelationmodelwithmisslngdata  

2，高橋 邦彦（国立保健医療科学院）：疾病の地域集積性とデータ  
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3‥島越 規央（東海大・理学部），道家 嘆幸（東海大。理学部），氏家 勝巳（東海大・教育   

研究所）：制約条件つきの線形モデルにおけるLiu推定量について  

4，青木 義充（慶鷹大・理工学研究科），加藤 剛（慶應大・理工学部）：差分フィル タを川い   

たレーダー受信波解析  

5，加藤 剛（慶應大・粗工学部），青木 義充（慶應大・理工学研究科）：Ⅵ庖veleトⅦguelette分   

解による非定常雑音の処理  

6，奥村 英則（中国短期大学），内藤 貫太（島根大・総合理工学部）：Bandwidthselectiontbrkernel   

SmOOthinginbinomialregression  

7，舟尾 暢男（大阪大・基礎工学研究科）：ある形に配置された∴値独立試行列における連の数   

の分布  

8，井上潔司（学振特別研究員），安芸重雄（関酉大・工学部）：AgeneralizedPolyaun－mOdeland   

relatedmultivariatedistributions  

9，安芸重雄（関西人・工学部）：Stepwisesmoothing公式を利用した離散確率の計算  

10，韓 晴（上海財経大学），平野勝臣（統計数理研究所）：殆ど一致の待ち時間分布  

11，職nSiangChin（九州芸術工科大・芸術工学研究科），坂田 年男（九州大・芸術工学研究院）  

古代シリア言語の自動認識における統計的諸問題  

12，A・J・Hayter（GeorgiaInstitute onbchnology）：Evaluatlnghighdimensionalprobabilityexpressions   

uslngreCurSiveintegration  

13，山本 泰志（筑波大・理⊥学研究科），赤平 巨ほ（筑波大・数学） Inlbrmations containedin   

record data 

14，大和 元（鹿児島大・理学部），戸田 光一－・郎，野町 俊文（都城高専），前園 宜彦（JL州大・  

・経済学研究院）：U一統計量の凸結合の，スチューデント化に基づく，エッジワ…展開  

15，大和 元（鹿児島大・理学部），戸田 光m一郎，野町 俊文（都城高専），前固 宜彦（九州大・   

経済学研究院）：U一統計量の凸結合の，スチューデント化に基づく，エッジワー ス展開（応用例）  

16，川戸 健司（慶鷹大・理工学部），加藤 剛（慶鷹大・理工学部）：ロジソト回帰モデルに   

よる倒産確率の推定  

17，竹内 一郎（三重大・工学部），金森 敬文（東京工業大学）：リスク細分型保険の   

純保険料推定のためのロバスト回帰分析  

18，鈴川 晶夫（北海道大・経済学研究科）：Unbiasedestimadonoffunctionalsunderrandomcensorship  

19，種市 信裕（帯広畜産大），関谷 祐里（北海道教育大・釧路校）：多項母集団の一様性検定   

統計量における近似について  

20，三浦徳仁（東京理科大・理学研究科），瀬尾隆（東京理科大・理学部）：Asymptoticexpansionsfbr   

thedistributionsofteststatisticsfbrpro月，1eanalysisinelhpticalpopuladons  

21，百武 弘登（九大・数理学研究院）：繰り返し測定データにおける多重比較について  

22，早川 毅（富士大学・経済）：ある種の楕円母集団での分布と共分散行列の検定について  
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（11）「Factor Analysis CentennialSymposium」に関する研究報告  

狩野 裕（大阪大学基礎工学研究科）  

黒木 学（大阪大学基礎工学研究科】  

杉本知之（大阪大学基礎工学研究科）  

1．研究目的   

Spearmanが知能研究において因子分析を提唱して今年で100年になる．因子分析はその間  
大きな発展を遂げ，多変量解析の重要なコンポネントとして定着し，近年では，構造方程  
式モデリング（SEM）や独立成分分析（lCA）などへの新しい発展を見せている．本課題では，  
因子分析の川0年の発展を省みるとともに今後の発展について研究する．近年のトピック  

である，尺度，信頼性，一次元性，非線形モデル，欠測値等に加えて，非正規因子分析や  
SE帆】肌 因果推論等を議論することで多変量解析の新しい一分野を創出する．  

2．研究計画   

本研究は，平成16年度に下記の国際研究集会を開催し因子分析，構造方程式モデリング，  
独立成分分析についての最新の研究成果を報告し議論を重ねることによって遂行する．外  
国からの特別講演者を招待し，最先端の議論を展開する．数理的な側面だけでなく．因果  
関係など哲学的な側面についても議論を深めたい．   

研究集会：Factor AnaJysis CentennialSymposium  

研究分担者：狩野 裕，黒木 学，杉本知之（大阪大学基礎工学研究科）  
期  日：平成16年10月2日仕）～相月4日胴）  
参加人数：50名  

場  所：大阪大学中之島センター（メモリアルホール）   

3．研究成果   

本研究集会では上記目的に沿った17件の研究報告が行なわれた．なお，外国からの特別講  

演は7件であった．その内訳は，古典的因子分析に関するものが6件，構造方程式モデリ  
ングに関するものが6件，独立成分分析と非正規性に関するものが5件であった．報告件  
数が十分に多く，また，バランスの取れたプログラムであった．220頁からなる大部な予稿  

集を作成した．参加者は76名であり，予想を超え盛況であった．   

各報告の詳細については，これに続＜発表者による発表要約か予稿集を参照されたい．  
ここでは，特に興味深いいくつかの発表を紹介する．Hyvarjnen教授（University of  
HeIsinki）は統計解析における非正規性の重要性に言及し，特に，据の重い分布が実際の  

現象で多く見られることを指摘した．清水昌平氏（Osaka University）は，構造方程式モデ  
リングに非正規性を導入することで，識別可能でない構造方程式モデルや適合が吟味でき  

ない飽和モデル等の問題が解消されることを指摘した－Mooijaart教授（Leiden  
University）は，3次キュムラントの利用で，因子分析の独立モデルや非線形モデル等が推  

定可能になることを示し，3次キュムラントの選択に関して興味ある実験結果を提供した．  

本研究集会のプログラム（講演者および講演題目）は次真のとおりである．  
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October2MorningSession  

（Saturday）  

9：30－10：00YutakaKano（OsakaUniversity）  

Openlng：FactoranaJysISCentennialsymposiumatOsaka  

Chair：HaruhikoOgasawara   

P．110：00－11：00SikqYumLeeandXin－YuanSong（TheChineseUniversityofHongKong）  

Maximum＝ke［ihoodana［ysisofstructuraIequation modeIswith sonletyPeS  
ofnon－nOrma（data   

p．13 1l：00－11：30Masanor＝chikawa（TokyoUniversjtyofForeignStudies）and  

SadanoriKonishi（KyushuUniversity）  

Constructingconfidenceinterva［sforcommunalitiesinfactoranaIysis  

Lunch Break  

October2Afternoon Session  

（Saturday）  

Chair：KoheiAdachi   

P．25 13：00－14：00AbMoouaart（LeidenUniversity）  

Factoranalysisbyusinghigherordermoments   

P・3914‥00‾14＝30HaruhikoOgasawara（OtaruUniversityofCommere）  
Higherorderestimationerrorinfactorana［ysISandstructuraJequation  

CoffeeBreak（7F）  

Chair：TakashiMurakamj   

P．55 15：00－16：00JosM．F．tenBerge（UniversityofGroningen）  

FactoranaIysis，reliabilityandunidimensionaIity   

P7116：00－16：30KQjiroShQjima（NationalCenterforUniversityEntranceExaminations）  
AnuncompensatedfactoranalysISmOde轟  

17：30－21：00  Excursionwithdinner（StartattheentrancehallofNakanoshimaCenter）  

October3MorningSession  

（Sunday）  

Chair：Manabu Sato   

P．79  9：00－10：00Ke－HaiYuan（UniversityofNotreDame）and  

PeterM．BentIer（UniversityofCa＝fornia，LosAnge［es）  

Meancomparison：Manifestvariableversuslatentvariable   

P．12110：00－10：30ShohejShimizu（OsakaUniversity），AapoHyvarinen（UniversityofHelsjnki）and  

YutakaKano（OsakaUniversity）  
Independentcomponentana［ysisanditsappJicationtocausaIanaIysis  

CoffeeBreak（9F）  

Chair：Manabu Kuroki   

P，139 11：00－12：00AapoHyvarinen（UniversityofHelsinki）  

Whywou（dfactorsorcomponentsbenon－nOrma（andsquare－COrrdated？  

Lunch Break  
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October3Afternoon Session  

（Sunday）  

Chairニ AbMooiiaart   

P．149 13：30－14：30KazuoShigemasu（UniversityofTokyo）and  

Takahiro Hoshino（InstituteofStatistjcaJMathematjcs）  
ImprovementsofLVMtechniquesbyBayesianHierarchica［ModeIing   

P．155 14：3015：00TakashiMurakami（NagoyaUniversity）  

Ob］iqueProcrustesrotationtoobtainafactorpatternapproximatingatargetof  

different coJumn order  

CoffeeBreak（9F）  

Chair：KazuoShigemasu   

P．16115：30－16：30PeterM．Bentler（UniversityofCalifornia，LosAngeles），  

KevinH．Kim（UniversityofPittsburgh）andKe－HaiYuan（UniversityofNotreDame）  

Testinghomogeneityofcovarianceswithinfrequentmisslngdatapatterns   

P．179 16：3017：00ManabuSato（HiroshimaPrefecturalCoIZegeofHea．thSciences）  

Ontheidentification probIem ofthefactoranalysismodel：Areviewandan  

appficationfbranestimationofairpo．．utionsourceprofiJesandamounts  

Banquet（NakanoshimaCenter，9th¶00r）  17：30－21：00   

October4MorningSession  

（Monday）  

Chair：Ke一日aiYuan   

p．185  9：00－10：00HaruoYanai（NationalCenterforUniversityEntranceExaminations）  

Matrixmethodsanditsre（ationshipswithfactorana（ysis   
P．20110：00－10：30RyoYoshida（InstituteofMathematicalStatistics），  

TomoyukiHiguchi（InstituteofMathematica［Statistics）and  
SeiyaImoto（UniversityofTokyo）  

Mixedfactorsanafysisforfindinggroupsingeneexpressionpattern  

CofFeeBreak（7F）  

Chair：HaruoYanai  

ll：00－12：00AlbertSatorra（UniversitatPompeuFabra）  
Multitraitmultimethodmodelswithdataincompletebydesign   

p．213 12：00－12：30Yutaka Kano（OsakaUniversity）  

Noniterativeestimationanditspropertiesinexp暮oratoryfactoranaIysis  

FAlOOatOsakaOrganizingCommittee  

YutakaKano（OsakaUniversity，Chair）  

KoheiAdachi（Ritsumeikan University）  

Manabu Kuroki（OsakaUniversity）  

TomoyukiSugimoto（OsakaUniversity）  
YusukeMiyamoto（OsakaUniversity）  
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（12）「統計的推定方式に関する理論とその応用」に関する研究報告  

宇野 力（秋田大学教育文化学部）  

磯貝英一（新潟大学理学部）  

1．研究目的   

本研究は，統計的推定方式や検定方式の開発とその構造および最適性などを含む理論につい  

ての研究成果を発表し，その応用を与えることを目的とした。さらに，この分野の今後の研究  

の方向を探ることも目的の一つであった。   

2．研究計画   

本研究は平成16年度に下記の研究集会を開催し，関連する研究者が新しい研究成果等を持  

ち寄り，アイデアと情報の交換を行うことにより遂行された。   

研究集会 ：統計的推定方式に関する理論とその応用   

研究分担者：宇野力（秋田大・教育文化），磯貝英【一（新潟大・理）   

期日   ：平成16年11月10日（水）～11月12日（金）   

参加人数 ：27名   

場所   ：秋田大学地域共同研究センター会議室   

3．研究成果   

本研究集会においては，上記の目的に沿った14件の報告が行われ，各報告に対して活発な  

議論がなされた。講演内容は次のとおりである。  

1）2×2分割表に対するWorcester（1971）の1og－1inearmodelを一般の3次元分割表へ拡張す  

る議論  

2）平均ベクトルに関する多重比較法におけるすべての対比較および対照比較の場合に対する   

多変量Tukey－Kramer法タイプの同時信頼区間推定法  

3）一様構造モデルにおける単調欠測データが生じた場合の平均成分の同等性の検定，および  

平均成分のコントラストに対するシェフェ型とテユーキー型の同時信頼区間の提案  

4）様々な検定統計量の高次のasymptoticsが局外母数の影響をどのように受けるかについて  

の議論  

5）行変数と列変数のカテゴリに順序のない同じ分類からなる正方分割表における準対称モデ  

ルとブラッドリーテリーモデルからの隔たりの程度を測る尺度の提案  

6）カテゴリに順序をもつ正方分割表における累積確率に対する線型対角ノヾラメ一夕対称モデ  

ルと準対称モデルの提案  

7）指数分布に従う二つの母集団における二つの尺度母数の関数の逐次区間推定問題  

8）ランダムフィールドにおける隠れた周期モデルにおいて，隠れた周期に関する推定量がペ   

リオドグラムのオーバーラップされた経験ウェーブレット係数を用いて与えられるという  

議論  

9）繰り返し測定値に対するランダム効果をもつ非線形モデルのパラメータやパラメー タの関  

数の信頼区間を近似的に与える議論  

10）U一統計量の分散推定量の漸近表現の議論  

11）平均0とスペクトル密度関数を持つ定常過程の未知パラメータに対する逐次信頼領域を構  

成する問題  

12）LINEX損失関数のもとでの正規分布の平均の推定に関する有界リスク問題  

13）量子推定におけるChapman－Robbins型の不等式の導出  
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14）切断分布の位置尺度母数分布族を考え，その位置母数に対する固定幅の信頼区間を構成す  
る議論   

なお，本研究集会の講演者および講演題目は以下のとおりである。  

1）布能英一郎（関東学院大・経済）   

「Worces七er？slog－1inearmodelfbrthree－dimensionalcontingencytable」  

2）西山貴弘（東京理科大・理学研究科），岩原香織（東京理科大・理学研究科），   

瀬尾隆（東京理科大・理）  

「Ontheconservativemultivariatenlkey－Kramertypeproceduresた）rmultiplecomparisons  

among mean vectorsl 

3）小泉和之（東京理科大・理学研究科），囲本征史（東京理科大・理学研究科），  

瀬尾隆（東京理科大・理）   

「Simultaneouscon丘denceintervalsfbrmultiplecomparisonsintheintraclasscorrelationmodel  

with missing datal 

4）玉置健一郎（早稲田大・理工学研究科）   

「SecondOrderAsymptoticPropertiesofaClassofTbstStatisticsundertheExistenceof  

NuisanceParameters」  

5）田畑耕治（東京理科大・理工学研究科），宮本陽子（東京理科大・理工），   

富澤貞男（東京理科大・理工）   

「正方分割表における準対称モデルとブラッドリーテリーモデルからの隔たりを測る尺度」  

6）大塚渉（東京理科大・理工学研究科），宮本暢子（東京理科大・理工），   

富澤貞男（東京理科大・理工）   

「順序カテゴリ正方分割表における累積確率に対する線型対角線パラメータ対称モデルと準対称モ  

デル」  

7）LimDaisyLou（新潟大・自然科学研究科），磯貝英一（新潟大・理），   

宇野力（秋田大・教育文化）   

「Two－SamPle丘Ⅹedwidthconfidenceintervals払rafunctionofexponentialscaleparameters」  

8）蛭川潤一（早稲田大・理工）   

「Thewaveletestimationforhiddenperiodicmodelinspatialseries」  

9）馬場裕子（九州大・数理学府），山崎利紗（九州大・数理学府），   

百武弘登（九州大・数理学研究院）   

「Con鮎enceRegionsinNonlinearRepeatedMeasurements」  

10）前園宜彦（九州大・経済学研究院）   

「U一統計量の分散推定量の高次比較」  

11）塩濱敏之（一橋大・経済研究所）   

「FixedSizeConfidenceRegionsforParametersofStationaryProcessesBasedonaMinimum  

Contrast Estimatorl 

12）高田佳和（熊本大・工）   

「LINEX損失関数のもとでの正規分布の平均の多段階推定法」  

13）津田美幸（中央大・COE），松本啓史（国立情報学研究所）   

「量子Chapman－Robbins不等式」  

14）小池健一（筑波大・数理物質科学），赤平昌文（筑波大・数理物質科学）   

「未知の尺度母数をもつ非正則な分布に対する位置母数の逐次区間推定について」  
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（13）「実験計画とその周辺における数理構造の解明とその応用lり に関する研究報告  

景山 三平（広島大院教育）  

三嶋美和子（岐阜大総合情報メディアセンター）   

1．研究目的   

統計的計画の考察から発展してきた実験計画法は，今日では統計学のみならず離散数学あるいは  
組合せ理論の一部としても確立している．一方，実験計画の考え方等の他分野への応用も近年盛ん  

になってきた．本研究では，平成14・15年度に実施された同様の研究会の続きとして，更に発展進  

化した成果の導出を目指し，実験計画法や工学を含めたその周辺に関する最新の話題（実験計画・  

デザイン理論の最適性，構成，解析，符号，暗号，グラフ構成等）やその推測理論に関する研究発表及  
び情報交換を行い，今後の研究の方向性について展望することを目的とした．   

2．研究計画  

本研究は平成16年度に下記の研究集会を開催し，関連する研究者が最新の研究成果及び今後の  
展望を報告し，新たな問題提起とともにアイデアと情報を交換することにより遂行された．  

研究集会：   実験計画とその周辺における数理構造の解明とその応用ⅠⅠ  

研究分担者：景山三平（広島大院教育），三嶋美和子（岐阜大総合情報メディアセンター）  
期  日： 平成16年11月17日（水ト19日（金）  
参加人数：   32名  

会  場：   ウェルサンピア伊勢（三重県伊勢市）   

3．研究成果   

本研究集会では，上記研究目的に沿った21件の研究報告が行われた．デザインやグラフの構成  

と存在問題の最近の研究成剰1，5，6，11，12，13，151が報告され，さらに，これらの講演をまとめる形  
で種々のデザインの構造と構成法について概論する講演【10】も行われた．また，グラフやデザイン  

の工学的応用（光直交符号，コンマフリー符号，ハードディスクのアレイ配置やDNAスクリーニン  

グ等に用いられるグルいプテストへの応用など）【4，7，8，9，14，18】，および直交配列の多項式による  
分類［19］についても報告がなされた．さらに，最近の暗号理論の話題として，鍵のカプセル化を行う  
ハイブリッド暗号スキームとその安全性について【16】，およびグループ暗号スキームにおける鍵共  
有の安全性についての考察［17】が紹介された．また，有効性や最適性を満足するブロック計画およ  
び要因計画の構成と，シュミレーションによる検証結果等【之，3，20，21】も報告された．各講演に対し  
て活発な質疑応答が行われ，実験計画とそこから発展したデザインやグラフ，符号・暗号等の理論  
研究における最近の動向を知るとともに，新たな研究成果や情報を交換できたことで相互理解が深  
まり，今後の研究の方向性を探ることができた．  

本研究集会の講演者および講演題目は以下の通りである．   

1．潮和彦（近畿大理工大）  
ResoIvableCk－foildesigns   

2．逸見亮太（阪府大院工），栗木進二（阪府大院工）  
Split－blockdesignsandPBIBdesigns   

3．津島直（慶磨大院理工）  
Control＿teSt対比におけるdiallelcross実験の最適性   

4．篠原聡（明星大情報），宮本暢子（東理大理工）  
MutuallyM－intersectingk－arCSの収集法の改良  

－27－   



5．樹山鹿之（広島大院教育）  
AdditivestruCtureSOfBIBdesignsI   

6．松本大地（広島大院教育）  
AdditivestruCtureSOfBIBdesignsII   

7．VladimirTonchev（MichiganTechUniv・，Dept・OfMathematics）  

Di蝕rencesystemsofsetsandcodesynchronization   

8．宗政昭弘（東北大院情報科学）  
Singerdifftrencesetsanddifferencesystemsofsets   

9．原田昌晃（山形大理）  
Self－Orthogonal3－（56，12，65）designs   

lO．藤原良（筑波大院システム情報工）  
Multi－StruCtureddesigns   

ll．藤原祐一郎（慶磨大院理工）  
Someinnniteclassesof5－SparSeSteinertriplesystems   

12．滞正憲（広島大院理）  
AdditivestruCtureSOfBIBdesignsIII   

13．松原和樹（広島大院教育）  
AdditivestruCtureSOfBIBdesignsIV   

14．足立智子（東邦大理）  

完全二部グラフを用いたclu鵬rorderingの構成法   

15．田澤新成（近畿大理工）  

2部グラフにおける自己補グラフの数え上げについて   

16．黒滞馨（茨城大工）  
Anewparadigmofhybridencryptionsclleme   

17．小田哲（慶鷹大院理工）  

グループ鍵共有における安全性の検討   

18．上原啓明（慶磨大院理工）  

Bayesiannetworkを用いたpositivedetectingalgorithmの収束性と組合せ構造との関係  
について   

19．八木新太郎（慶鷹大院理工），神保雅一（名古屋大院情報科学）  
AconstruCtionofOA（sL，t＋1，S，t）sbypolynomialsandtheirclassi鮎ation  

20．乗田正秀（広島大総合科学），陸淑茶（広島大院工）  

GA－OPtimalpartiallybalancedffactiona12ml’m2factorialdesignsofresolutionR（（00，10，01，20）lE2）  

with2≦椚b椚2≦4   

21・末次武明（神戸高専），白倉曙弘（神戸大発達科学）  
2因子と3因子交互作用に対する検索可能計画の構成  
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（14）「統計科学の理論と応用の新展開」に関する研究報告  

前園宜彦 （九州大学経済学研究院）  

内田雅之 （九州大学数理学研究院）  

1 研究目的   

統計科学の関連する研究として近年注目を浴びている，数理ファイナンス・リスクマネジメ  

ント，非線形モデリングと統計解析，統計的推測の漸近理論，ノンパラメトリック回帰などの  

分野での新しい展開と応用例についての発表と討論を行うことを目標とした．  

2 研究計画   

本研究は平成16年度に下記の研究集会を開催し，関連する研究者が，新しい成果を報告し，  

議論を重ねることによって遂行された．  

研究集会：統計科学の理論と応用の新展開  

研究分担者：前園宜彦（九州大学経済学研究院），内田雅之（九州大学数理学研究院）  

期日：平成16年11月30日（火）－12月2日（木）  

参加人数：約40名  

場所：九州大学創立五十周年記念講堂  

3 研究成果   

本研究集会では，上記の研究目的に沿った18件の研究報告が行なわれ，確率微分方程式に  

基づく統計モデルにおける漸近理論（講演3，4，16，17，18），時系列モデルに対する新しい統  

計的推測法（講演14，15），有効性を改良する新しい推定量の構成（講演1，2，7，8），統計的  

推測における漸近理論の改良（講演5，6，12，13），関数推定の改良（講演10，11）及びバイ  

オインフォマテックスにおける新しい推定法の開発（講演9）の講演が行なわれた．これらの  

講演はいずれも最新の研究テーマであり，これらに対して活発な議論がなされ，最新の統計科  

学についての情報交換の場として有益な集会となった．  

本研究集会の講演者及び講演題目は以下のとおりである．   

1叶雄（総合研究大学院大学），大西俊郎（統数研）  

vonMises分布における経験Bayes推定  

2大西俊郎（統数研），柳本武美（統数研）  

DualstructureintheconJugateanalysISOfcurvedexponentialfamilies  

3増田弘毅（九大数理）  

NotesonparameterestimationfordiscretelyobservedOU－PrOCeSSeSdrivenbyafrac－  
tionalWienerprocess  
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4阪本雄二（広島国際大学人間環境学部）  

Asymp七oticexpansionofdiscriminantfunctionsforergodicdiffusions  

5二宮義行（九大数理）  

変化点モデルに対する漸近理論の拡張：独立系列から相関のある系列へ  

6金川秀也（武蔵工業大学工）  

従属確率変数列に対する対称統計量の極限定理について  

7藤澤洋徳（統数研）  

頑健性と効率性を同時に追い求める適応的なパラメータ推定法  

8丸山祐造（東大空間情報科学研究センター）  

MSEを改善する安定したリッジ回帰推定量について  

9藤滞洋徳（統数研），磯村実（癌研究会），江口真透（統数研），牛嶋大（癌研究会），宮田敏（痺  

研究会），松浦正明（痺研究会）  

先祖由来モデルとMDL原理に基づいたハプロタイプブロック同定  

10鈴川晶夫（北大経済）  

競合危険モデルにおける原因別ハザード関数の推定  

11奥村英則（中国短期大学情報ビジネス学科），内藤貫太（島根大学総合理工）  

Nonparametrickernelregressionformultinomialdata  

12種市信裕（帯広畜産大学畜産），関谷祐里（北海道教育大学教育）  

ロジスティック回帰分析におけるロジットの推定量の分布の近似について  

13大和元（鹿児島大理），戸田光一郎（鹿高等予備）  

Aconvexcombinationoftwo－SamPleU－Statistics  

14白石博（早大理工），谷口正信（早大理工）  

Statisticalestimationofoptimalportfolios払rdependentreturnsofassets  

15蛭川潤一（早大理工）  

Discriminantanalysis正）rmultivariatenon－Gaussianlocal1ystationarryprocesses  

16松本浩一（九大経済）   

In且uenceofliquidityontheoptimalstrategy  

17SangyeoILee（SeoulNationalUniversity），西山陽一（統数研），吉田朋広（東大数理）  

¶∋StforparameterchangeindiffusionprocessesbyCUSUMstatisticsbasedonone－  
step estimators 

18吉田朋広（東大数理）  

First andhigherrorderasymptotic propertiesofestimators払rstochastic differential  

equationswithjumps  
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（15）量子統計とその周辺  

松本啓史 国立情報学研究所   

本研究会は、英語名を“QuantumStatisticsandRelatedTopics”として、  

国際的な量子統計学の研究会としておこなわれた。量子統計学は、統計学に  

一定の素養のある研究者によって研究が推進される一方、実験の解析、量子  
情報処理素子の理論的設計などへの必要性から、物理学その他の背景をもっ  

た研究者によっても研究されてきた。残念ながら、これらの研究の間にはあま  

り相互の交流はなかった。本研究会は、なるべく異なった背景の研究者をあつ  

めることで、少しでもこの壁を薄めることを目的とした。   

統計学的な系統の研究者として、日本から林（JST）、今井（大阪大）、津田（中  
央）、松本（N”）が講演をした。また、海外から、ユトレヒトのRichardGi”のグル  

ープから、Balles始「氏に来日していただいた。また、数理物理、理論物理的な  

背景の研究者として、堀田（東北大）、日合（東北大）に講演をお願いした。  
Loock（N”），Munro（HP）、Kwek（Nyan工科大）物理的実装や実験の解析にた  

ずさわっている理論物理学着である。   

理論面での話題は、一次漸近理論の完成の後をうけて、より発展的な話題に  

むかった。  

松本、Ba‖esterはプロセスの推定を、津田、林はエンタンゲル状態の推定を、  
前者はより実験を意識し、後者はより数理的な側面に光をあてた。また、堀田  

は状態が正規化されない場合のCramer－Rao方程式とその応用について議論  

をした。日合は、作用素代数における漸近論について、チュートリアル的な講  

演をおこなった。   

物理的な実装においては、線形光学素子で実現可能な最適測定（Loock）の話  

題、小さな非線形性を用いることでどういった測定が可能か、についての議論  

（Munro）、そして関連した話題として、Betlの不等式の理論（Kwek）があった。  

－31－   



日時 1月27日（木曜）  13：00－16：20  

1月28日（金曜）  10：00－12：00／13：30－16：50  

場所 国立情報学研究所20F第一講義室  

27thJan．2005  

柳andMasanaoOzawa（TohokuUniversity）  
Ouanrum由〟mafわ∩毎⊥oc∂／0おeJVaわ鹿S〝n．應panes句   

FumioHiai汀OhokuUniversity）  
斤即伽∂bgueぶOfC伯mer一月aoJnequa〟少∂ndPoⅣe侶戸白Cわ侶  

Hj「0針申世塵andAkioFujiwara（OsakaL！niversity）  
QuanfumC帽m訂一月ao抑eeva／ua打0nJ〃∂叩ね〟ces〟m加わ〃Of  
2一伽即Sわ〃∂／u〃触γC／1a〃〃eJ〝nJ如a〃eS可  

Manue［A・Ba＝ester（U？iversityofUtrecht）  
由加afわ／10fSU（坤USJng即ね〃gJem即f  

28thJan．2005  

KeijiMatsumoto（Nationa＝nstituteo＝nformatics）  
QueγCOmp叫a〃dquaローumes加1a〟bJI   

AkihjsaHayashi，TakaakiHashimoto，andMinoruHoribe（Fukui  
University）  
qp伽a／叩a〃如msねね郎抽mafわnofpu佗Sね始S上γ加地－e／eme〃短  
PO∽M   

LeongChuan灯〟EK（NanyangTechnoIogica＝」niversity）  
Quan如m即臨ng鹿menfandβe〟血equa〟f鹿S   

MasahitoHayashi（ERATO）  
侮foJてね√aSγJT叩わfわ納eoγOf始5加gわrma血a相即ねng鹿dsね始  

YoshiyukiTsud？（ChuoUnh／erSity，COE），Bao－SenShi（ERATO），Akihisa  
Tomjta（ERATO），MasahitoHayashj（ERATO），KeijiMatsumoto  
（ERATO，N”），andYunKunJiang（ERATO）  
伽0的es鹿丁盲S伽gわr訪ねng鹿men一両的q）〟由J軸e血eロー   

PetervanLoock（NationaHnstituteofInformatics）  
Oua而UmSね始d由C加ゎa批）∩∂ndes加1afわnv由伽e8rOp血S   

Bi”Munro（Hewlett－PackardLaboratorjes，Bristo［）  
白面閥伽針乱即血mq画由／Sね始Sand伽CeSSeS  
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（16）「統計的推測理論とその応用」に関する研究報告  

高木祥司（大阪府立大学理学系研究科）  

1．研究目的   

統計的推測理論の研究においては，多種多様な手法の構築とその最適  

性・有用性に関して，様々な観点から議論されてきた．本研究では，古  

典的なモデルから最近流行のモデルまでを取り上げ，それらについての  

統計的推測の手法に対して，理論的側面からの研究でそれらの手法の理  

論的構造を明確にし，さらには，実際的問題への応用や他分野への適用  

について考察することを目的とした．  

2．研究計画   

この研究は平成17年度に下記の研究集会を開催するとともに，研究者  

間の情報交換を行うことにより遂行された．  

研究集会：統計的推測理論とその応用   

研究分担者：高木祥司（大阪府立大学理学系研究科），  

田中秀和（大阪府立大学工学系研究科），  

林利治（大阪府立大学理学系研究科）   

期日：   平成17年11月14日（月）～11月16日（水）   

参加人数： 25名   

場所：   大阪府立大学学術交流会館小ホール  

3．研究成果   

研究集会において13件の研究報告が行われ，各報告に対し活発に質疑  

応答がなされた。報告では非線形モデルや混合モデル，Wbrcesterの対数  

線形モデルや閤値モデル，そして多変量モデルに至るまで，様々な統計  

モデルが取り扱われた．また，手法に関しても量子推測法やロバスト法  

やDL法やマルチンゲールアプローチ等の話題が提供され，それらの手  

法の理論的貢献についての議論が行われた．さらに，多重決定方式，同  

時信頼区間，順序制約の下での予測問題といった以前から盛んに行われ  

ている方法論から，新しい話題であるクロスバリデーションや情報量損  
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失，同等性の検定や多変量尖度の推定，最深回帰推定法等の方法論につ  

いても紹介された．特に新しい話題に関しては，それらの方法論の応用  

面への展開や他分野への適応性について，盛んに議論が行われた．  

なお，講演者および講演題目は以下の通りである．   

熊谷悦生（大阪大学大学院基礎工学研究科）‥Anexactin王brmationloss  

inthemultivariategammadistribution  

津田美幸（中央大学COE）‥量子Bhattacharyya不等式  

丸山芳人（東京理科大学大学院理学研究科）‥Measuresofmultivariate   

kurtosisinellipticaldistributions  

布能英一郎（関東学院大学経済学部）‥Wbrce＄ter’slog－1inearmodelfbr   

董b11r OrmOre dimensions  

田中研太郎（東京工業大学社会理工学研究科）：クロスバリデーションを   

用いた混合分布モデルの推定について  

藤木美江，白旗慎吾（大阪大学大学院基礎工学研究科）：非線形モデルに   

おける最深回帰推定量  

西山陽一（統計数理研究所）：Nonparametricinf6reIICeforL6vyprocesses   

bycontinuousobservation：amartingaleapproach  

藤井孝之（大阪大学大学院基礎工学研究科）：連続型閣僚モデルの離散観   

測について  

舞原寛祐（筑波大学数理物質科学研究科）：正規分布の平均に関する検定   

の重ね合わせによる多重決定方式  

肖玉山（長春大学・理学院），高田佳和（熊本大学・工学部）：順序制約の   

もとでの予測量の改良  

藤澤洋徳（統計数理研究所）：外れ値の割合が多い場合にもバイアスが小   

さいロバスト推定  

柿沢佳秀（北海道大学大学院経済学研究科）：多変量母集団の平均ベクト   

ルに関するDL法とポンプェロニ型不等式による同時信頼区間  

岩佐学（熊本大学大学院自然科学研究科）：同等性の検定と信頼区間につ   

いて  

［指定討論者】岩下登志也（東京理科大学）  
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（17）「量子統計，量子情報幾何とその量子情報科学への応用」の  

研究報告  

林 正人（科学技術振興機構，東京大学情報理工学研究科）  

今井 浩（東京大学情報理工学研究科）  

松本啓史（国立情報学研究所）   

研究目的   

篤子統計，量子力学に基礎を置く新しい統計学の分野である．近年，貴子情報の   

基礎理論として，その重要性が高まっているばかりでなく，貴子情報実験の有用   

なツールとしても，その重要性が高まっている．また貴子情報幾何は竜子情報に   

現れる最適化問題のツールとして有効性であることも近年明らかになっている．   

しかしながら，境界的な分野の常として，異なった分野で関連した話題を研究   

している研究者の間のコミュニケーションが今まであまり十分でなかった．本ワ   

ークショップでは嶺子統計や俵子情報幾何に関する内容から，嶺子情報科学全般   
にわたる内容を取り扱うこととし，情報交換を行いたい．  

研究計画   

本研究は平成17年度に下記の研究集会を開き，竜子統計との関係の深い研究者   

が新しい成果を報告し、議論を電ねることによって遂行された．  

研究集会：WorkshoponQuantumlnfbrmationTheoryandQuantumStatistical   
Infbrence   

研究分担者：林 正人（科学技術振興機構，東京人学情報理丁学研究科）今ノト   

浩（東京大学情報理丁学研究科）松本啓史（国孜「青報学研究所）   

期日：平成17年11月17日（木）－18日（金）   

参加人数：約60名   

場所：東京大学小柴ホール，工学部6号館セミナー室D  

研究成果   

本研究集会では上記研究目的に沿った20件の研究報告が行われた．ノンパラメ   

トリックな量子状態族の下での状態推定，量子状態の予測，竜子情報幾何，義子   

状態の識別問題など，貴子統計の複数のテーマについて有意義な情報交換ができ   

た．さらに，量子統計の実用となる実験の報告もあり，その報告以外にも，愚子   

統計の実験への適用を視野に入れた報告も複数なされた．その他，関連分野とし   

て，量子鍵配送についての研究報告も数多くなされた．  

本研究集会の講演者及び講演タイトルは以下である．なお，講演は全て英語で行   

われた．  

1．MandalinGuta  

Quantumhomodynetomograhyasanon－parametricestimationproblem  

－35－   



2．FuyuhikoTanaka＆FumlyaSuKomaki   

BayesiaJlpredictivedensltyOperatOrSfbrtheGaussianstatesfami1y  
3．HiroshiNagaoka   

Difftrentialgeometricalaspcetsofquantumestimationtheory  
4．MasahiroHotta，TokihiroKaraSaWa，＆MasanaoOzawa   

Ancilla－AssistedEnhaJICementOfChannelEstimationfbrLow－NoiseParameters  
5．AkihisaTomita   

CharacterizationofentangledphotonpalrSgeneratedbyspontaneousparametricdown  
COnVerSlOn  

6・YuukiTokunaga，TakashiYamamoto，MasatoKoashi，＆Nobuyukilmoto   

Entanglementdetectionof丘）ur－qubitclusterstateswithlocalmeasurements  

7．Xian㌢YuGe＆MikiWadati   

EntanglementsplnpalrSgeOmetricphaseundertimeindependentmagneticfield  
8．DamianMarkham，ShashankVirmani，MasakiOwari，MioMurao，＆Masahitohayashi   

LocalDiscriminationandMultipartiteEntanglementMeasures  

9．AkihisaHayashi，MinoruHoribe，＆TakaakiHashimoto   

StateDiscriminationwithoutClassicalKnowledge  
10．MasahiroTakeoka，MasahideSasaki，NorbertLutkenhaus  

ImplementationofbinaryprqjeCtionmeasurementwithlinearoptlCSandphoton   
COuntlng  

11．GiacomoMauroD－Ariano＆PaoloPerinotti   

Programmablequantumchannelsandmeasurement  
12．KqjiAzuma，JunichiShimamura，MasatoKoashi，NobuyukiImoto   

ProbabilisticclonlngWithsupplementaryinfbrmation  
13．DavidAvis，JunHasegawa，YosukeKikuchi＆YuuyaSasaki   

Aquantumprotocoltowinthegraphcolounnggameona11日admardgraphs  
14．JonYard   

NetworkQuantumShannonTheory  

15．IgorDevetak   

DualitiesinQuantumInbrmationTheory  

16．SeiichiroTani   

AnApplicationofEntanglementtoLeaderElectioninAnonymOuSNetworks  
17．MasanaOOzawa   

Quantumnoise，universaluncertaintyprincipleandmodalinterpretationofquantum   
mechanics  

18．MasatoKoashi   

UnconditionalsecurityofQKDanduncertaintyprinciple  
19．YodaiWatanabe   

SecuntyproofoftheBB84protocolinpracticalimplementation  
20TakayukiMiyadera＆Hidekilmai   
Oninfbrmation－DisturbanceTheorem  
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（18）「実験計画法およびその周辺領域における組合せ構造の  

解明とその応用」に関する研究報告  

栗木進二（大阪府大・工）  

1．研究目的  

実験計画法における統計的計画は統計学のみならず組合せ論の一部としても確立  

し，特に，近年，通信工学・遺伝子工学等への応用もみられるようになってきた．本  

研究集会では実験計画法およびその周辺領域（組合せ論，グラフ論，符号理論等）  

における組合せ構造の最新の話題に関する研究発表および情報交換を行い，今後の  

研究の方向性を様々な観点から見い出すことを目的とした．  

2．研究計画  

この研究は平成17年度に下記の研究集会を行い，宿泊を共にし，実験計画法や  
その周辺領域に関連する研究者間で情報交換を行うことにより遂行された．   
研究集会：実験計画法およびその周辺領域における組合せ構造の解明とその応用   

研究分担者：白倉嘩弘（神戸大・発達科学）栗木進二（大阪府大・工）   

日  時：2005年11月24日（木）～26日（土）   
場  所：あわらグランドホテル（福井県あわら市芦原町温泉4－2）   
参加人数：36名  

3．研究成果  

本研究集会において，上記研究目的に沿った23件の研究報告が行われ，各報告  
に対して活発な質疑応答がなざれた．実験計画法の話題として，最適なブロック計  

画に対して，その存在性，同型性，グリッドコンピューティングによる探索法に関  

する報告があり，釣合型要因計画，直交型要因計画，検索可能計画，過飽和型計画，  
分解型計画に対して，その最適任，存在性，構成法，同型性に関する報告があった 
． また，コントロールをもつ効率的なテスト・対照処理比較計画の構成法に関する報  
告もあった．組合せ論，グラフ理論，符号理論等の話題として，実験計画法の組合  
せ的構造と密接に関連した研究報告もなざれた．さらには，通信工学に有用な符号  
の開発，DNAlibraryscreemingにおける識別アルゴリズムの開発という組合せ的構  
造の応用的な見地からの研究報告，また，実験計画法を題材としたQCシミュレー  
ション教育に関する研究報告もあり，内容は多岐にわたるものであった．参加者の  
はとんどが会場の宿泊施設に宿泊し，深夜に及ぶまで各報告に関連した有意義な情  

報交換が行われ，当初の研究目的は達成したと思われる．なお，平成17年7月3  
日にご逝去された増山元三郎先生を偲んで，先生の略歴，業績（特に，直交配列の  
巡回的構成法），思い出，写真等が紹介ざれた．   

本研究会の講演者および講演題目は以下の通りである．  

金子美博（岐阜大・工）佐々木裕哉（岐阜大・工）：有向グラフでのbetweenness  
centersについて  
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三嶋美和子（岐阜大・総合情報メディアセンター）：Con且ict－AvoidingCodesof  
Lengthn＝4mfbrThreeActiveUsers  

足立智子（東邦大・理）：完全三部グラフのclutteredordering  
山中望（大阪府大・工）栗木進二（大阪府大・工）：2つのコントロールをもつ効  
率的なtreatment－COntrOldesigns  

逸見亮太（大阪府大。工）栗木進二（大阪府大。エ）：コントロールをもつincomplete  

SPlit－blockdesigns  

景山三平（広島大・教育）：Onnon－eXistenceofa侃neresolvabletriangulardesigns  
藤原祐一郎（名古屋大。情報科学）：IsomorphismHalvingof2－designs  
新谷誠（静岡大・情報）：D－OPtimaldesignとsupplementarydi鮎renceset  

田津新成（近畿大・理工）大野泰生（近畿大・理工）浅井恒信（近畿大・理工）  
：標識自己補グラフの数え上げについて  

中村恵美子（パナソニックCCソフト）玉利文和（福岡教育大・教育）王強（福  
岡教育大。教育）：最適完全複合木構成問題について  

潮和彦（近畿大。理工）：BalancedCb－BowtieDesigns  
松田浩孝（慶鷹義塾大・理工）：か且owの分解性について  

宮本暢子（東京理大・理工）篠原聡（明星大・情報）：Newseriesofmutual1yM  
－intersectingk－arCS  

澤正憲（名古屋大・情報科学）藤井隼人（広島大・工）：グラフのアドレス付けと  

その応用  

岡本けい（大阪府大・理）：3元線形符号の拡張性に関連する幾何学的構造  

原田昌晃（山形大・理）：恥rnaryExtremalSelf－DualCodes  
丹羽時彦（関西学院高等部）白旗慎吾（大阪大・基礎工）猪川徳信（日立システ  
ムアンドサービス）田中一義（日立システムアンドサービス）中垣智宏（日  
立システムアンドサービス）：グリッドコンピューティングを用いたBIBDの  

1つの探索法について  

勝君膿（神戸大・総合人間）末次武明（神戸市立工事）白倉曙弘（神戸大・発達  
科学）：MEP．1計画の構成と比較  

陸淑禿（広島大・工）谷口英司（岡山理大・総合情報）クワ田正秀（広島大・総合  

科学）兵頭義史（岡山理大・総合情報）：GA－Optimalpartial1ybalanced負・aC－  

tional2ml＋m2factorialdesignsofresolutionR（‡00，10，01）Ln）with2≦ml，m2  

≦4  

橋口博樹（埼玉大・工）：過飽和での追加実験の最適計画  

籾原幸二（名古屋大・情報科学）：強さd，制約数d＋1，3－水準の直交配列の同型  
分類  

清水貴宏（松下電器）稲葉太一（神戸大・発達科学）：実務未経験者に対するQC  
シミュレーション教育効果についての考察一品質工学 望目特性実験シミュ  

レーションの教育効果一  

上原啓明（慶鷹義塾大・理工）：CCCPを用いたDNAlibraryscreeningのための  
POSitivedetectingalgorithm  
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（19）「確率統計学における漸近的方法 …統計解析。金融工学。保険数理。確率数億廟析への発  

展」に関する研究報告  

吉田朋広（東京大学大学院数理科学研究科）  

高橋明彦（東京大学大学院経済学研究科）  

林 高樹（慶応大学大学院経営管理工学科）   

1．研究目的   

確率統計学において発展してきた，分布近似のための漸近的方法が，最近様々な分野で  

活用されている．これは現実の応用に即して発展してきた現代理論統計学の方法の普遍性  

を示すものといえるが，このような傾向は今後さらに顕著になるものと予想され 本研究  

課題において，分布計算の新しい可能性を探ることを目的とした．  

2．本研究は平成17年度に下記の研究集会を開催し，関連する研究者が新しい研究成果  

を発表し，情報の交換を行うことにより遂行された．  

研究集会：確率統計学における漸近的方法 一統計解析・金融工学・保険数理・確率数  

値解析への発展  

研究分担者：吉田朋広（東京大学大学院数理科学研究科），高橋明彦（東京大学大学院経済  

学研究科），林 高樹（慶応大学大学院経営管理工学科）  

期日：平成17年12月7日（水）～12月9日（金）  

参加人数：約70名  

場所：東京大学大学院数理科学研究科 大講義室  

3．研究成果  

本研究集会では，上記研究目的に沿った29件（3件の企画講演を含む）の研究報告が行  

われ，統計解析，金融工学，保険数理，確率数値解析に関する情報が交換された．講演者  

と講演題目は以下の通りである．  

深滞正彰（東京大学大学院数理科学研究科）Edgeworthexpansionandregenerativeblock  

bootstrapfor ergodic di仇1Sions；鎌谷研吾（束京大学大学院数理科学研究科）  

Metropolis・Hastingsalgorithmswithacceptanceratiosofnearlyl；清水泰隆（大阪大学  

大学院基礎工学研究科）離散観測されるジャンプ型確率過程のジャンプ検出法；吉田朋広  

（東京大学大学院数理科学研究科）Mightyconvergenceofstatisticalrandom丘eldsand  

applicationstostochasticdi飴rentialequations；栗木 哲（統計数理研究所）竹村彰通（東  
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京大学大学院情報理工学系研究科）オイラー標教法による直交不変ランダム行列の最大固  

有債分布の近似；駒木文保（東京大学大学院情報理工学系研究科）ベイズ予測の漸近的ミニ  

マックス性；竹村彰通（束京大学大学院情報理工学系研究科）公文雅之（統計数理研究所リ  

スク解析戦略研究センター）竹内 啓（明治学院大学国際学部）ゲーム論的確率論におけ  

るカルバック情報量；田中秀和（大阪府立大学大学院工学研究科）赤平昌文（筑波大学大  

学院数理物質科学研究科）BIlattaCha耶a型情報不等式について；永井圭二（横浜国立大  

学経済学部）西山慶彦（京都大学経済研究所）金谷太郎（京都大学経済学研究科）星川隼  

也（横浜国立大学国際社会科学研究科）Nonparametricmethodsofestimatingintegrated  

multivariate volatilities；亀山敦史（東京大学大学院数理科学研究科）吉田朋広（東京大  

学大学院数理科学研究科）最低積立金保証給付商品におけるリスク尺度への漸近展開法の  

応用；増田弘毅（九州大学大学院数理学研究院）Sampling・based estimationfor OU  

processeswithstableL6vydriver；大西俊郎（統計数理研究所）柳本武美（統計数理研究  

所）EstimatingacommonslopeofmultiplestratainacompoundPoissondistribution  

usingaconjugateprior；村田 昇（早稲田大学理工学部，東京大学大学院数理科学研究科）  

情報量最小化を用いた過完備系の学習；内田善彦（大阪大学大学院経済学研究科）高橋明  

彦（東京大学大学院経済学研究科）AnewcomputationalschemeforcomputingGreeksby  

theasymptoticexpansionapproach；Kohatsu・Higa，Arturo（大阪大学大学院基礎工学研  

究科）Avariancereductionmethodfordensitysimulation；小川重義（立命館大学理工学  

部）M．Pontier（Univ」PaulSabatier；FranCe）On a pricing rulein asymmetric  

information；楯岡成雄（東京大学大学院数理科学研究科）デイリクレ条件つき確率微分方  

程式の期待値の数値計算；西山陽一（統計数理研究所）On tightness of  

＄￥ell＾￥in氏y＄・Valuedlocal martingales withinfinitely many jumps：metric and  

Partitioningentropyapproach；林高樹（慶応義塾大学大学院経営管理研究科）Covariance  

estimationofnonsynchronouslyobserveddiffusionprocesses；阪本雄二（広島国際大学  

人間環境学部）拡散過程の判別分析；星野崇宏（東京大学大学院総合文化研究科）倉田博  

史（東京大学大学院総合文化研究科）繁桝算男（東京大学大学院総合文化研究科）Stro喝  

Ignorabilityが成立しない場合の傾向スコアを用いた周辺分布のパラメータ推定につい  

て；若木宏文（広島大学大学院理学研究科）単調変換による4次キュムラントの除去；天  

野友之（早稲田大学大学院理工学研究科）谷口正信（早稲田大学大学院理工学研究科）  

Asymptoticefficiencyofconditional1eastsquaresestimatiorsforARCHmodels；白石  

博（早稲田大学大学院理工学研究科）谷口正信（早稲田大学大学院理工学研究科）Statistical  

estimationofoptimalportfo1iosfornon・Gaussianloca11ystationaryreturnsofassets；藤  

越康祝（中央大学大学院理工学研究科）観測値が次元より少ない場合の多変量分散分析法  

と判別法；前園宜彦（九州大学大学院経済学研究院）ひ統計量の分散推定量の漸近表現と  

二乗誤差；松田安昌（東北大学大学院経済学研究科）矢島美寛（東京大学大学院経済学  

研究科）H．Tbng（LSE）selectingmodelswithdi飴rentspectraldensitymatrixstruCture  

bycrossvalidatedloglikelihoodcriterion；国友直人（東京大学大学院経済学研究科）室  

井芳史（日本銀行金融研究所）保険派生証券の数理；内田雅之（九州大学大学院数理学研  

究院）確率微分方程式の統計推測．  
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（20）「統計数理の基礎理論について」に関する研究報告  

大和 元（鹿児島大理）  
稲田浩一 

（鹿児島大理）  

近藤正男（鹿児島大理）  

1．研究目的  

統計的推測に関する基礎理論ならびに応用面での問題点への研究について，ベイズ的推論，  
多変量解析，時系列解析を含め，種々の統計的解析に現れる興味ある問題について，パラ  

メトリック，セミパラメトリック，ノンパラメトリックを問わず種々の観点から検討する  

事を目的とした．   

2．研究計画   

本研究は平成17年度に下記の研究集会を開催し，全国から多くの研究者が新しい興味あ  
る成果を報告し，質疑・討論を重ねることにより遂行された．   

研究集会：統計数理の基礎理論について  

研究分担者：大和 元（鹿児島大理），稲田浩一（鹿児島大理），近藤正男（鹿児島大理）  
期日：平成17年12月20日（火）～22日（木）  

参加人数：34名  

場所：鹿児島大学理学部1号館101講義室   

3．研究成果   

本研究会においては，上記の研究目的沿った14件の研究報告が行われた．欠測値データ  

がある場合の検定と信頼区間（講演1），多重比較法（講演2，講演9），ノンパラメトリ  

ック回帰（講演3，講演6），L一続計量（講演4），離散データ解析（講演5），時系列回  
帰モデル（講演7），回帰モデルの信頼帯（講演8），Bayesリスクの情報不等式（講演1  

0），U一統計量（講演11，講演12，講演13），経験尤度（講演14）に関して新し  
い理論，方法論が報告された．各講演に対して活発な議論が行われ，統計数理の基礎理論  

への理解が深まり，有益な情報交換の場となった．  

本研究集会の講演者および講演題目は以下のとおりである．   

1 小泉和之（東京理科大・理学研究科），囲本征史（東京理科大・理学研究科），  

瀬尾隆（東京理科大・理）  

欠測値データをもつ1標本および2標本問題における平均に関する同等性検定と同  
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